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請負を軸に上下流すべての領域へ事業範囲を拡大・強化
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ライフサイクル全体を事業領域とする上流 下流
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インフラのライフサイクルを通じたワンストップマネジメントにより、あらゆるプロジェクトへ対応
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1. 一気通貫（線）×領域拡大（面）モデル 2. 請負×脱請負モデル（強みの強化・活用モデル）

領域拡大
　道路、空港、上下水道など、様々なインフラ分野に事業ポートフォリオを拡大し、複数の分野を複合的に手掛けることによ

り、町や都市、社会全体に対して、より包括的かつ効率的なサービスを提供することを可能とします。これにより、国や自治

体、或いは民間事業主の抱える様々な課題の解決に、幅広く貢献していきます。また、当社の成長戦略によって企業価値を高

めていくために、自社及び協力会社の本業の成長だけでなく、M&Aやアライアンスによる事業拡大を図っていきます。

一気通貫
　企画提案、施工、運営・維持管理などインフラの全ライフサイクルを事業領域として、一気通貫に手がけ、インフラのライ

フサイクルとバリューチェーンを通じた付加価値の最大化と自社収益基盤の維持・拡大を両立します。

総合インフラサービス企業
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売上高構成
（2021年度）

建築
土木
舗装
機械
インフラ運営
その他

請負と脱請負の営業利益比※

2030年度目標50：50
2021年度実績81：19

2,161億円
1,426億円
2,328億円
353億円
187億円
374億円

営業利益構成
（2021年度）
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20.9%
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5.5%

5.2%
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39.4%

8.5%

4.9%
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建築
土木
舗装
機械
インフラ運営
その他

※連結利益への貢献額（P.109用語集参照）

92億円
152億円
33億円
18億円
72億円※

19億円

強みの維持・強化・差別化

請負
「エンジニアリング力」

機会をとらえる・つくる
「ファイナンス」「地域ネットワーク」「パートナーシップ」

強みの活用・収益拡大

脱請負

再投資・技術開発

「運営・維持管理」
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請負×脱請負
　自社収益の安定化と拡大を図りながらも、事業リスクをとり、「総合インフラサービス企業」だから実現できる付加価値

の創造とインフラサービスの継続的な社会への提供を通じて、企業価値向上を図ります。

　　請負事業（建設等）により、強みの「エンジニアリング力」の強化・維持を図る。

　　エンジニアリングと金融の融合により、機会の創出とリスク低減を図る。

　　強みを活用した新領域を開拓し、収益を拡大する。（脱請負のインフラ事業）

　　安定的かつ継続的なリターンを得て、さらなる再投資を行う。

　脱請負、すなわち「請負を脱する」という言葉には、従来の請負ビジネスだけでなく、建設事業者としてプロジェクトの事

業リスクを取るという意思が込められています。具体的にいえば、空港や上下水道、有料道路のような社会インフラの運営

権を取得し、建設、運営、維持管理などインフラビジネスを一気通貫に手がけるというビジネスです。請負ビジネスはある種

のフィービジネスですが、こういった投資を伴うインフラビジネスは、エンジニアリングや金融のノウハウを活用すれば請負

ビジネスを超えるリターンを生み出すことも可能であり、さらなる成長投資につながります。

インフラの未来に挑む 、当社の3つのビジネスモデル
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